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主催者あいさつ主催者あいさつ 大阪市教育会館落成式大阪市教育会館落成式
落成式には、大阪市教育委員会事務局教育監　福山英利様、大阪市立小学校長落成式には、大阪市教育委員会事務局教育監　福山英利様、大阪市立小学校長
会会長　弘元介様、大阪市立中学校長会会長　塩見貴志様、大阪市立幼稚園長会会会長　弘元介様、大阪市立中学校長会会長　塩見貴志様、大阪市立幼稚園長会
会長　堤頼子様、大阪市教職員組合連合協議会議長　松岡誠様、日本教育会館事会長　堤頼子様、大阪市教職員組合連合協議会議長　松岡誠様、日本教育会館事
務局長　角田達夫様はじめ、関係団体、歴代役員、新大阪市教育会館（以下、「新会務局長　角田達夫様はじめ、関係団体、歴代役員、新大阪市教育会館（以下、「新会
館」と言う。）建設関係者のみなさまなど、財団役員、理事、評議員、監事含め、45名館」と言う。）建設関係者のみなさまなど、財団役員、理事、評議員、監事含め、45名
が出席のもと、挙行しました。が出席のもと、挙行しました。
はじめに稲田代表理事のあいさつのあと、ご来賓を代表し福山英利様と松岡誠はじめに稲田代表理事のあいさつのあと、ご来賓を代表し福山英利様と松岡誠
様からご祝辞をいただきました。様からご祝辞をいただきました。
続いて、新会館建設にあたり、設計並びに施工を担当いただいた、株式会社建築続いて、新会館建設にあたり、設計並びに施工を担当いただいた、株式会社建築

計画研究所様、西武建設株式会社様、株式会社ミライト・ワン様に財団から感謝状計画研究所様、西武建設株式会社様、株式会社ミライト・ワン様に財団から感謝状
を贈呈しました。を贈呈しました。
また、３社から記念品贈呈のお申し出を受け、掛け時計をいただくこととして目また、３社から記念品贈呈のお申し出を受け、掛け時計をいただくこととして目
録の贈呈をお受けしました。稲田代表理事から、今後の大阪市教育会館の新たな時録の贈呈をお受けしました。稲田代表理事から、今後の大阪市教育会館の新たな時

を刻んでいく掛け時計を１階エレベーターホールに設置し、大切にしたいと感謝の気持ちを表しました。を刻んでいく掛け時計を１階エレベーターホールに設置し、大切にしたいと感謝の気持ちを表しました。
最後に司会の宮本専務理事から、新会館は、財団にとっても入居団体のみなさまにとっても、さら最後に司会の宮本専務理事から、新会館は、財団にとっても入居団体のみなさまにとっても、さら

なる成長と発展を支える重要な拠点となること、建設に携わってくださったすべての関係者のみなさなる成長と発展を支える重要な拠点となること、建設に携わってくださったすべての関係者のみなさ
まに心から感謝すること、まに心から感謝すること、
今後も我々の活動にご理解今後も我々の活動にご理解
とご支援を賜りますことをとご支援を賜りますことを
お願いし閉会しました。お願いし閉会しました。
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2025年３月１日（土）11時から大阪市教育会館東館201号室で、「大阪市教育会館落成式」を、また同日12時からKKRホテル大阪３階銀河2025年３月１日（土）11時から大阪市教育会館東館201号室で、「大阪市教育会館落成式」を、また同日12時からKKRホテル大阪３階銀河
の間で、「財団70周年記念式典・祝賀会」を開催しました。の間で、「財団70周年記念式典・祝賀会」を開催しました。

一般財団法人大阪市教育会館　代表理一般財団法人大阪市教育会館　代表理
事の稲田でございます。事の稲田でございます。
本日は、ご多用のなか、新大阪市教育会本日は、ご多用のなか、新大阪市教育会
館の落成式にご臨席賜り、誠にありがと館の落成式にご臨席賜り、誠にありがと
うございます。無事、安全性が確保されまうございます。無事、安全性が確保されま
した立派な新教育会館が完成いたしましした立派な新教育会館が完成いたしまし
た。建設に際し、設計をしてくださいました。建設に際し、設計をしてくださいまし
た株式会社建築計画研究所様、建設工事た株式会社建築計画研究所様、建設工事
をしてくださいました西武建設株式会社をしてくださいました西武建設株式会社
様、株式会社ミライト・ワンソリューショ様、株式会社ミライト・ワンソリューショ
ンカンパニー関西支店の関係者のみなさンカンパニー関西支店の関係者のみなさ
まに心から感謝申しあげます。まに心から感謝申しあげます。
財団は1953年6月に設立され、72年を迎財団は1953年6月に設立され、72年を迎
えています。この間、財団存続の危機が幾えています。この間、財団存続の危機が幾
度もありましたが、大阪市教育委員会・大度もありましたが、大阪市教育委員会・大
阪市のご支援、歴代役員・職員のみなさま阪市のご支援、歴代役員・職員のみなさま
のおかげで今日の日をむかえることがでのおかげで今日の日をむかえることがで
きました。本日も大阪市教育委員会　福きました。本日も大阪市教育委員会　福
山教育監をはじめ、校園長会のご代表、歴山教育監をはじめ、校園長会のご代表、歴
代役員の方々にもお越しいただいていま代役員の方々にもお越しいただいていま
す。改めましてお礼申しあげます。す。改めましてお礼申しあげます。
旧教育会館は、教育青年センターとし旧教育会館は、教育青年センターとし
て建設されましたのが、1971年、築50年をて建設されましたのが、1971年、築50年を
超えており、設備の老朽化、新耐震基準も超えており、設備の老朽化、新耐震基準も
満たしていないことから、新教育会館建満たしていないことから、新教育会館建
設に舵をきりました。新教育会館建設検設に舵をきりました。新教育会館建設検
討委員会委員長には谷川昭様にご就任い討委員会委員長には谷川昭様にご就任い
ただき、財団の理念と事業運営のビジョただき、財団の理念と事業運営のビジョ
ンをもって新教育会館建設に着手していンをもって新教育会館建設に着手してい
くようにとご示唆いただきました。2024くようにとご示唆いただきました。2024
年1月に着工し、事故なく、本日落成式を年1月に着工し、事故なく、本日落成式を
迎えることができましたのもみなさまの迎えることができましたのもみなさまの
ご協力の賜物と心から感謝いたしておりご協力の賜物と心から感謝いたしており
ます。ます。
この落成式を一つの節目として、役職この落成式を一つの節目として、役職
員一同、みなさまのご期待に添えるよう員一同、みなさまのご期待に添えるよう
尽力いたします。今後ともご指導、ご鞭撻尽力いたします。今後ともご指導、ご鞭撻
のほど、よろしくお願いいたします。のほど、よろしくお願いいたします。

▶前列左から
宮本専務理事、谷川様、
松岡議長、稲田代表理事、
福山教育監、角田事務局長、
㈱建築計画研究所　新免様、
西武建設㈱　大西様、
㈱ミライト・ワン　堀田様、
山口副代表理事
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松岡議長松岡議長

歴史が息づくこの地に　また新たな一歩を踏み出す
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文化厚生事業のご案内

〝遊びながら英語力を育てる〞楽しい英語の教えかたワークショップ
　聞く、話すだけでなく、からだ全体を使いながら子どもたちが自然
に楽しく英語を学ぶための、教えかたワークショップです。
日　時：6月8日（日）午前10時～12時
定　員：20名　受講料：3,000円（教材費含む）
会　場：大阪市教育会館東館4階402号室
講　師：秦　清子（大阪ユネスコ協会プロジェクトアドバイザー）
　　　　金山　敬（日本児童英語教育学会 元理事）

第81回教育長杯争奪 教職員囲碁大会
日　時：7月19日（土）10時～（16時から表彰式）
会　場：大阪市教育会館東館4階401号室
定　員：30名（教職員・退職教職員）
参加費：1,500円（昼食代込み・当日受付にて徴収します）

日本の伝統文化を学ぶ　ゆかた着付け教室
着付け及び帯結びと自分で着る自装着付けを学びます。
日　時：7月25日（金）ゆかた着付け教室18時00分～
会　場：大阪市教育会館東館3階303,304号室
定　員：10名　※女性限定
参加費：着付け受講料2,000円　/ヘアーセット1,000円（希望制）
講　師：川原 こずえ(リファインインターナショナル)

ビール講座
　‶アサヒビールミュージアムへ、記憶に残る最高の一杯を体験しよう！”
ミュージアム見学と試飲後に、イタリアン料理を楽しみます。
日　時：6月28日（土）午前10時～14時30分
定　員：40名（先着順）　会費：5,300円（飲食代含む）
受付期間：５月20日（火）～６月19日（木）
会　場：アサヒビール吹田工場‶アサヒビールミュージアム”
　　　　（昼食会場）ピッツェリアアッセ吹田片山店

BEER BEERBEER

20252025 2025

「習いごと広場」春の教室が４月より開講しております。教職員や社会人の方々が
参加できる、土日祝に開催される講座をご紹介します。参加申し込みは、希望講
座名にお名前、住所、連絡先を添えて教育会館事務局までメールか FAX でお送り
ください。詳しくは、ホームページからもご確認いただけます。

習いごと広場 の教室のご案内春春

1 見て作って演じる
楽しい紙芝居教室！

日程

講師

対象 どなたでも

持ち物

4/19・5/10・24　
土曜日　10：15～11：45　全3回

費用 受講料 3回連続 5,000円（1回 2,000円）
教材費 200円

定員 15名
てづくり紙芝居館　たまちゃん・ピーマンみもと

鉛筆、消しゴム、雑巾、筆（習字用がある人は
習字用の筆も）、紙芝居（演じたいものがあれば）、
絵具セット（あれば）

3
日程

講師

対象 大人

持ち物

4/13・20・27・5/11・18・25　
日曜日　11：20～12：20　全6回

費用 受講料 12,000円 
（1回 2,000円）

定員 10名

裴 華　大阪精武体育会 コーチ ・ 「六合勤修会」 代表
「神戸南京町鍼灸六合治療院」 鍼灸師

動きやすい服装、タオル、飲み物

誰でもできる!
簡化24式太極拳入門教室

5
日程

講師

対象 どなたでも

持ち物

4/12・26・5/17・31・6/14・28　
土曜日　11：00～12：30　全6回

費用 受講料 6,000円（１回 1,000円）
教材費 9,000円（１回 1,500円）

定員 10名

まぎ～マモル（沢地 守）・パフォーマーSHO
「となりの人間国宝さん」認定
東大阪市まちのすぐれもの 登録

ハサミ、ゴミ袋、バルーンポンプ
（必要な方、販売しています）

各種イベントでも大好評！
夢いっぱいのバルーン教室 6

日程

講師
対象

持ち物

費用

春のプリザーブドフラワーアレンジ＆
フレッシュフラワーアレンジメント講座

（プリザ）　4/5・5/3・6/7　土曜日
　　　　 10：00～12：00　3回

（フレッシュ）　4/28・5/26・6/23　月曜日
　　　　 13：30～15：00　3回

お花の好きな女性

受講料 6,000円（１回 1,000円）
教材費 プリザ 21,000円（１回 7,000円）
　　　 フレッシュ 18,000円（１回 6,000円）

花のアトリエKAKAN　フラワー1級装飾技能士

花切りハサミ、新聞紙、作品を持ち帰るマチの広い袋

定員 6名

2
日程

講師

対象 大人

持ち物

4/13・20・27・5/11・18・25
日曜日　10：10～11：10　全6回

費用 受講料 12,000円
（１回 2,000円）

定員 10名

裴 華　大阪精武体育会 コーチ ・ 「六合勤修会」 代表
「神戸南京町鍼灸六合治療院」 鍼灸師

動きやすい服装、
タオル、飲み物

楽しく学ぶ中医養生学
五行拳教室

4
日程

講師

対象 どなたでも

持ち物

4/12・26・5/17・31・6/14・28　
土曜日　10：00～11：00　全6回

費用 受講料 6,000円（１回 1,000円）
教材費 9,000円（１回 1,500円）

定員 10名

まぎ～マモル（沢地 守）・パフォーマーSHO
「となりの人間国宝さん」認定
東大阪市まちのすぐれもの 登録

バイスクルトランプ、45cmシルクハンカチ
（必要な方、販売しています）

だれにでもすぐにできる手品！
夢いっぱいのマジック教室

大阪市教育会館東館

大阪市教育会館

地下鉄谷町線・中央線「谷町4丁目」駅10番出口より
地下鉄長堀鶴見緑地線・中央線「森ノ宮」駅2番出口より
JR環状線「森ノ宮」駅より 各駅より徒歩約10分

最寄り駅のご案内

大阪市民教育研究所
事務局　大阪市教育会館 6 階
法円坂教育青年文庫 6 階
TEL 06-6948-5418　　FAX  06 -6948-5419
E-mail:kenkyusho@zaidan.or.jp

事務局　大阪市教育会館 7 階
TEL 06-6941-0951　　FAX  06-6941-7474
E-mail:kaikan@zaidan.or.jp

【フロント】TEL 06-6943-5021　FAX  06-6945-4833
E-mail:front@zaidan.or.jp

一般財団法人 大阪市教育会館

大阪市教育会館東館

ブ
ル
ー
の
文
化
・
厚
生
事
業
、

習
い
ご
と
広
場
の
お
申
し
込
み
は

会
議
な
ど
で
の

　
　
　ご
利
用
に 大阪市教育会館

大
阪
市
教
育
会
館

大
阪
市
教
育
会
館

　
　
　
　
　東
館

憲法記念日

みどりの日

こどもの日

振替休日

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

　　

昭和の日

　　

　　

　　

3 sat 憲法記念日
4 sun みどりの日
5 mon こどもの日
6 tue 振替休日

3 sat 憲法記念日
4 sun みどりの日
5 mon こどもの日
6 tue 振替休日

８ sun

28 sat

“遊びなが
ら英語力を

育てる”

楽しい英語
の教えかた

ワークショ
ップ

6/8（日）

ビール講
座

6/28（土
）

12 sat 大阪市民教育研究所運営委員会

19 sat
20 sun
21 mon 海の日
25 fri

教職員囲
碁大会

7/19（土
）

ゆかた着
付け教室

7/25（金
）



（ 2）

　

旧
大
阪
市
教
育
会
館
は
、
大
阪
市
教
育
青
年
セ
ン
タ
ー

　

旧
大
阪
市
教
育
会
館
は
、
大
阪
市
教
育
青
年
セ
ン
タ
ー

か
ら
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
と
し
て
、
み
な
さ
ま
に
愛

か
ら
ア
ネ
ッ
ク
ス
パ
ル
法
円
坂
と
し
て
、
み
な
さ
ま
に
愛

さ
れ
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
れ
ご
利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。
5050
年
が
経
過
し
、
新
し

年
が
経
過
し
、
新
し

い
大
阪
市
教
育
会
館
の
完
成
と
と
も
に
、
解
体
す
る
こ
と

い
大
阪
市
教
育
会
館
の
完
成
と
と
も
に
、
解
体
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
移
転
す
る
に
あ
た
り
、
入
居
団
体
の
み

に
な
り
ま
し
た
。
移
転
す
る
に
あ
た
り
、
入
居
団
体
の
み

な
さ
ま
が
「
今
ま
で
あ
り
が
と
う
」
と
壁
に
残
し
て
く
だ

な
さ
ま
が
「
今
ま
で
あ
り
が
と
う
」
と
壁
に
残
し
て
く
だ

さ
っ
た
寄
せ
書
き
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

さ
っ
た
寄
せ
書
き
に
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。

　

財
団
創
立

　

財
団
創
立
7070
周
年
記
念
式
典
で
、
先
達
の
み
な
さ
ま
が

周
年
記
念
式
典
で
、
先
達
の
み
な
さ
ま
が

歴
史
あ
る
こ
の
法
円
坂
の
な
に
わ
の
み
や
に
会
館
が
建
っ

歴
史
あ
る
こ
の
法
円
坂
の
な
に
わ
の
み
や
に
会
館
が
建
っ

た
経
緯
や
当
時
の
熱
い
思
い
を
今
も
そ
の
ま
ま
に
語
っ
て

た
経
緯
や
当
時
の
熱
い
思
い
を
今
も
そ
の
ま
ま
に
語
っ
て

く
だ
さ
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
熱
意

く
だ
さ
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
熱
意

を
継
承
す
る
責
任
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た

を
継
承
す
る
責
任
を
改
め
て
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た

明
日
か
ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

明
日
か
ら
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。

　

私
が
財
団
で
務
め
た
４
年
は

　

私
が
財
団
で
務
め
た
４
年
は
7070
年
の
歴
史
の
中
で
、
ほ

年
の
歴
史
の
中
で
、
ほ

ん
の
短
い
時
間
で
す
が
、
新
教
育
会
館
落
成
式
、

ん
の
短
い
時
間
で
す
が
、
新
教
育
会
館
落
成
式
、
7070
周
年
周
年

記
念
式
典
を
み
な
さ
ま
と
共
に
お
祝
い
で
き
、
幸
せ
に
思

記
念
式
典
を
み
な
さ
ま
と
共
に
お
祝
い
で
き
、
幸
せ
に
思

い
ま
す
。
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

い
ま
す
。
改
め
て
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

副
代
表
理
事　

山
口
佐
知
子

副
代
表
理
事　

山
口
佐
知
子

　

歓
談
の
中
、
歴
代
役
員
を
代
表
し
て
、
元
理

事
長　

小
林
正
一
様
、
元
副
理
事
長　

川
島
一

郎
様
、
ま
た
、
関
係
団
体
か
ら
、
大
阪
学
校
生

活
協
同
組
合
専
務
理

事　

橋
田
寛
人
様
、

日
本
教
育
公
務
員
弘

済
会
大
阪
支
部
支
部

長　

一
ノ
瀬
英
剛
様
、

教
職
員
共
済
生
活
協

同
組
合
大
阪
府
事
業

所
所
長　

石
田
精
三

様
、
大
阪
府
教
職
員

互
助
組
合
理
事
長　

後
藤
な
つ
き
様
か
ら
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
時
々
の
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
、
大
阪
市
の
教
育
、
教
職
員
の
福

利
厚
生
、
さ
ら
に
は
地
域
の
教
育
・
文
化
を
支

え
る
会
館
と
し
て
益
々
の
発
展
を
期

待
す
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
激
励
を

い
た
だ
き
心
が
温
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ご
出
席
い
た
だ
い
た
16
の

会
館
入
居
団
体
を
代
表
し
、
社
会
福

祉
法
人
大
阪
府
肢
体
不
自
由
者
協
会

理
事
長　

野
間
田
徹
様
、
認
定
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
大
阪
府
高
齢
者
大
学
校
理
事

長　

古
矢
弘
道
様
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
財
団
創
立
70

周
年
は
も
と
よ
り
、
新
教
育
会
館
の

落
成
を
心
待
ち
に
し
て
い
た
だ
き
、

移
転
作
業
で
は
ご
苦
労
を
お
か
け
し

ま
し
た
が
、
お
喜
び
の
声
が
聴
け
嬉

し
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
し
た
。

　

最
後
に
財
団
を
代
表
し
、
柴
山
理

事
か
ら
財
団
創
立
70
周
年
に
あ
た

り
、
こ
れ
ま
で
支
え
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
み

な
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
あ
げ
る
と
と
も
に
、

新
た
な
大
阪
市
教
育
会
館
が
安
全
で
安
心
な

会
館
と
し
て
み
な
さ
ま
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
こ
と
を
喜
び
に
、
役
職
員
一
同
尽
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
今
後
も
引
き
続
き
ご
支
援
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
て
お
開

き
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
財
団
元
副
理
事
長
で
あ
り
、

新
教
育
会
館
建
設
検
討
委
員
会
委
員
長

を
務
め
て
い
た
だ
い
た
谷
川
昭
様
の
ご

発
声
で
乾
杯
し
、
食
事
と
歓
談
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
日
は
暖
か
く
晴
天
で
、

カ
ー
テ
ン
を
全
開
し
た
会
場
の
窓
か
ら

は
、
真
正
面
に
大
阪
城
が
見
え
、
舞
台

の
金
屏
風
と
「
財
団
創
立
70
周
年
記
念

式
典
・
祝
賀
会
」
の
横
断
幕
が
、
よ
り

一
層
輝
い
て
見
え
ま
し
た
。
ご
出
席
の
み

な
さ
ま
は
、
12
の
円
卓
に
分
か
れ
て
ご

着
席
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ど
の
円
卓

も
和
や
か
に
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

落
成
式
終
了
後
、
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
大
阪
に
会
場

を
変
え
て
、
財
団
創
立
70
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
に
は
、
落
成
式
か
ら
引
き
続
き
の
み
な

さ
ま
と
、
関
係
団
体
、
教
職
員
組
合
、
関
係
会
社
、

Ｎ
Ｐ
Ｐ
等
近
隣
の
み
な
さ
ま
並
び
に
、
会
館
入
居

団
体
の
み
な
さ
ま
な
ど
、
105
名
が
出
席
の
も
と
、

開
会
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
稲
田
代
表
理
事
の
あ
い
さ
つ
の
あ

と
、
ご
来
賓
の
み
な
さ
ま
を
代
表
し
、
全
国
の
教

育
会
館
の
中
心
と
な
る
日
本
教
育
会
館
事
務
局
長　

角
田
達
夫
様
、
ま
た
、
財
団
の
大
阪
市
民
教
育
研
究

所
公
益
事
業
で
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
大
阪
市
立

幼
小
中
学
校
の
校
園
長
会
を
代
表
し
、
中
学
校
長
会

会
長　

塩
見
貴
志
様
、
さ
ら
に
会
館
運
営
に
あ
た
り

ご
支
援
い
た
だ
い
て
い
る
大
阪
市
教
職
員
組
合
執
行

委
員
長　

松
岡
誠
様
、
大
阪
市
学
校
園
教
職
員
組
合

執
行
委
員
長　

宮
城
登
様
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

財
団
創
立

財
団
創
立
7070
周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

周
年
記
念
式
典
・
祝
賀
会

新
た
な
一
歩
を

新
た
な
一
歩
を

角田事務局長角田事務局長

塩見校長塩見校長

松岡執行委員長松岡執行委員長

宮城執行委員長宮城執行委員長

谷川様谷川様

小林元理事長小林元理事長川島元副理事長川島元副理事長

橋田専務理事橋田専務理事一ノ瀬支部長一ノ瀬支部長石田所長石田所長後藤理事長後藤理事長

野間田理事長野間田理事長

古矢理事長古矢理事長柴山理事柴山理事

70
周
年
の
感
謝
を
込
め
て
、
こ
れ
か
ら
も

（ 3）

2
月
22
日
（
土
）
に
「
食
と
文
化
の
講
習
会
」
と
し
て
、
京
都
伏
見
に
あ
る
伏

水
蔵
に
て
日
本
酒
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
回
か
ら
お
申
し
込
み
受
付
期
間

を
設
け
ま
し
た
が
、
受
付
開
始
と
と
も
に
定
員
に
達
す
る
ほ
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
に

お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
日
本
酒
や
ビ
ー
ル
の
製
造
に
つ
い
て
黄
桜
株
式
会
社
の
方
の
解
説

を
聞
き
な
が
ら
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
京
料
理
と

料
理
ご
と
に
合
わ
せ
た

ビ
ー
ル
や
日
本
酒
を
味

わ
い
ま
し
た
。
次
回
の

「
食
と
文
化
の
講
習
会
」

は
ビ
ー
ル
講
座
を
企
画

し
て
お
り
ま
す
。「
大

阪
市
教
育
会
館
だ
よ

り
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
て

ご
案
内
し
ま
す
の
で
、

職
場
の
ご
友
人
、
ご
家

族
を
お
誘
い
の
上
、奮
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座
・
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。

３
月
13
日
（
木
）
に
今
回
で
終
了
と
な
る
ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座
と
難
波
宮
跡

公
園
と
周
辺
道
路
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。
ミ
ニ
ミ
ニ
難
波
宮
講
座
は
、
今
回
も
大

阪
市
文
化
財
協
会
の
南 

秀
雄
先
生
が
講
師
と
し
て
「
後
期
難
波
宮
と
平
城
宮 

―

朝
堂
院
の
比
較 

―
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
後
期
難
波
宮
の

朝
堂
院
に
つ
い
て
詳
し
く
は
ク
ォ
ー
タ
リ
ー
ホ
ウ
エ
ン
ザ
カ
第
60
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
講
座
終
了
後
、参
加
者
で
難
波
宮
跡
公
園
と
周
辺
道
路
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

２
０
１
２
年
か
ら
始
ま
っ
た

法
円
坂
ス
ト
リ
ー
ト
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
作
戦
と
ミ
ニ
ミ
ニ
難
波

宮
講
座
に
つ
い
て
は
、
今
回
で

終
了
と
な
り
ま
す
。
ミ
ニ
ミ
ニ

難
波
宮
講
座
の
講
師
を
務
め
て

い
た
だ
い
た
一
般
財
団
法
人
大

阪
市
文
化
財
協
会
の
南 

秀
雄
先

生
、
講
座
と
清
掃
に
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
み
な
さ
ま
に
感
謝

申
し
あ
げ
ま
す
。

３
月
24
日
、
２
０
２
４
年
度
第
３
回

理
事
会
・
評
議
員
懇
談
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

全
理
事
・
評
議
員
の
出
席
す
る
も
と
、

第
３
四
半
期
事
業
報
告
並
び
に
収
支
報

告
を
は
じ
め
、
２
０
２
５
年
度
事
業
計

画
・
予
算
案
、
新
教
育
会
館
の
建
設
・

移
転
と
旧
会
館
の
解
体
工
事
に
関
す
る

こ
と
な
ど
、
提
案
さ
れ
た
す
べ
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

新
教
育
会
館
の
建
設
が
終
わ
り
、
旧

会
館
の
解
体
工
事
を
残
す
の
み
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
追
加
工
事
が
生
じ
る
な

ど
費
用
負
担
を
伴
う
課
題
も
あ
り
、
引

き
続
き
安
定
的
な
財
政
基
盤
を
確
立
す

る
た
め
の
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
当
財
団
へ
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

３
月
23
日
（
日
）
今
年
度
最
後
の
文
化
厚

生
事
業
と
し
て
、
東
館
３
０
３
号
室
で
〝
遊
び

な
が
ら
英
語
力
を
育
て
る
〞
楽
し
い
英
語
の
教

え
方
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、
４
名
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
実
際
に
子
ど
も
に
英

語
を
教
え
て
お
ら
れ
る
参
加
者
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
指
導
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
た
後
、

講
師
か
ら
な
る
べ
く
日
本
語
は
使
わ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
、
何
度
も
繰
り
返
し
伝
え
る
こ
と

な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、
ゲ
ー
ム

や
遊
び
を
取
り
入
れ
た

様
々
な
指
導
法
を
実
践

し
ま
し
た
。
次
回
は
６

月
８
日
（
日
）
10
時
か

ら
開
催
予
定
で
す
。
英

語
教
育
に
ご
興
味
の
あ

る
方
、
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

理
事
会
・
評
議
員
懇
談
会
報
告

理
事
会
・
評
議
員
懇
談
会
報
告

〝
遊
び
な
が
ら
英
語
力
を
育
て
る
〞

〝
遊
び
な
が
ら
英
語
力
を
育
て
る
〞

楽
し
い
英
語
の
教
え
か
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

楽
し
い
英
語
の
教
え
か
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

２
０
１
１
年
3
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
１
原
発
事
故
を
風
化
さ
せ
な
い
取

り
組
み
と
し
て
、
３
月
３
日
か
ら
３
月
３
０
日
ま
で
、
大
阪
市
教
育
会
館
東
館
の
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
お
い
て
「
木
村
英
生
震
災
写
真
展
私
が
見
て
き
た
〝
被
災
地
〞
福
島
Ⅶ 

〜
原
発
事
故
か
ら
の
復

興
は
誰
の
も
の
？
〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
木
村
さ
ん
は
大
阪
市
の
中
学
校
の
教
員
を
さ
れ
て
お
り
、

被
災
地
福
島
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
あ
い
む
ひ
ぁ
大
阪
」
で
も
活

動
さ
れ
、
福
島
県
の
南
相
馬
市
を
中
心
に
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所

に
よ
っ
て
被
災
し
た
地
域
で
の
支
援
活
動
の
中
で
、
被
災
地
の
姿
を
伝
え

る
た
め
、事
故
後
の
被
災
地
の
写
真
を
ず
っ
と
撮
り
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

3
月
15
日
に
は
「
原
発
事
故
か
ら
14
年　

被
災
地
で
い
ま
進
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
〜
本
当
に
だ
い
じ
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
何
だ
ろ

う
〜
」
を
テ
ー
マ
に
震
災
写
真
展
記
念
講
演
会
を
開
催
し
、
木
村
さ
ん
が

福
島
で
撮
影
し
た
写
真
を
も
と
に
、
出
会
っ
た
方
々
と
の
交
流
を
話
さ
れ

ま
し
た
。「
避
難
指
示
の
解
除
や
復
興
事
業
が
強
調
さ
れ
る
中
で
、
今
も

避
難
先
で
、
事
故
後
の
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
被
災
者
の
姿
が
ま
っ
た
く

伝
え
ら
れ
ず
、
原
発
事
故
が
過
去
の
こ
と
に
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と

を
そ
の
ま
ま
に
は
で
き
な
い
。
原
発
事
故
は
福
島
県
の
人
だ
け
の
問
題
で

は
な
く
、
全
国
の
ど
こ
で
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い
こ
と
で
、
自
分
た
ち

の
問
題
。
２
度
と
同
じ
過
ち
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
、『
電
気
が
必
要

だ
か
ら
原
発
は
仕
方
な
い
』
で
は
な
く
、
本
気
で
こ
の
事
故
か
ら
し
っ
か

り
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
強
い
思
い
を
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
現
役
教
職
員
を
は
じ
め
と
し
て
、
20
人
を
超
え
る
方
々
に
来

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
次
年
度
も
同
時
期
に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

木
村
英
生
震
災
写
真
展
・
記
念
講
演
会

安 心 し て 働 け る 職 場 を

と も に 創 り ま し ょ う

大阪市教職員組合

執⾏委員⻑ 三谷 和義

▲3/15（土）記念講演会▲3/15（土）記念講演会 ▲▲東館1階市民ギャラリーでの展示東館1階市民ギャラリーでの展示

平
成
26
年
４
月
か
ら
大
阪
市
音
楽
団
は
「
一

般
社
団
法
人
大
阪
市
音
楽
団
」
と
し
て
ス
タ
ー

ト
。
団
体
の
運
営
の
た
め
、
ま
た
、
伝
統
を
次

の
世
代
へ
と
う
け
つ
い
で
い
く
た
め
、
資
金
面

（
寄
付
）
で
の
ご
協
力
お
よ
び
定
期
演
奏
会
の
会

員
を
募
集
し
ま
す
。
高
い
演
奏
ク
オ
リ
テ
ィ
と

音
楽
性
、
エ
ン
タ
テ
イ
ン
メ
ン
ト
性
を
め
ざ
す

大
阪
市
音
楽
団
に
、
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

https://shion.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
！

大
阪
市
音
楽
団
の
自
立
化
に
ご
支
援
を

個
人
会
員 

年
度
会
費
１
口　

￥
３
，
０
０
０

法
人
会
員 

年
度
会
費
１
口　

￥
６
，
０
０
０

T
E
L （
０
６
）
６
３
４
５
ー
１
０
４
６

　

 

（
日
本
テ
レ
マ
ン
協
会
内　

担
当
：
今
井
）

大
阪
市
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
は
１
９
７
１
年

に
当
時
の
中
馬
大
阪
市
長
の
肝
煎
り
で
『
大
阪

の
子
供
達
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
』
と
し
て
誕
生
。

音
楽
教
育
と
そ
の
活
動
を
通
じ
た
青
少
年
の
健

全
な
育
成
を
目
指
し
発
足
し
、
定
期
演
奏
会
や

青
少
年
関
連
行
事
へ
の
参
加
な
ど
、
様
々
な
活

動
を
続
け
て
い
ま
す
。
活
動
を
継
続
し
て
い
く
た

め
、
み
な
さ
ま
か
ら
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
い
た

だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー

大
阪
市
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

大
阪
市
ユ
ー
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
募
集
の
ご
案
内

サ
ポ
ー
ト
メ
ン
バ
ー
募
集
の
ご
案
内

▲伏水蔵見学の様子▲伏水蔵見学の様子
▲ミニミニ難波宮講座▲ミニミニ難波宮講座

▲写真中央：黄桜株式会社　印藤様▲写真中央：黄桜株式会社　印藤様▲ご参加ありがとうございました▲ご参加ありがとうございました
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会

Ｎ
Ｐ
Ｐ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦

２
　22

３
　13

３
　 ３

３
　30

３
　23

〜

キ
リ
ト
リ
線


